
 

 

 

 

■お客様の          老朽トイレの便器とタンクの取り替え/宮久保 Ｗ様邸 

施工現場から■  築３３年、建坪３０坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、１０数年前より 

外壁塗装、室内改修、瓦屋根葺き替え等々の様々なリフォームにてお世話になってまいりました。 

また、最近では、「市川市あんしん住宅助成制度」の助成金を利用させて頂き、階段に手摺りの取り付け

をさせて頂きました。 

そして、今回は、２階トイレを使用するたびに、便器床廻りの隙間から水漏れが発生しているため、その 

原因を調べて欲しいとのご依頼でお伺いしましたところ、現在、お使いの洋式便器・タンクとも、新築当

初の旧式な機種のため、便器を床に固定するフランジが腐食し水漏れを起こしていることが判りました。 

そこで、このフランジだけを取り替えるためには、便器とタンクを取外し、取付が必要で、かなりの手間

と交換費用も発生しますので、この機会に、ウオシュレット付便器への取り替えをお勧めさせて頂き、工

事を進めることになりました。幸い、工事の際には、１階にもトイレがあるため、支障なく、 

半日にて全ての作業を完了させて頂きました。そして、このたびの取替工事により、トイレ 

環境も向上し、より快適にお過ごしになられることと思われます。 

■ひとり言■   新年明けましておめでとうございます。エムエスホームの佐原です。旧年中は

ひとかたならぬお引き立てを頂き厚くお礼申し上げます。本年も宜しくお願い申し上げます。 

昨年末は、お客様からご依頼されておりました工事も比較的順調に進み、例年になく、落ち着い

た年の瀬となりましたが、一年を振り返ってみますと、森友学園・加計学園疑惑問題、座間市９

人バラバラ遺体遺棄事件、横綱日馬富士暴行事件、そして、北朝鮮の米国を標的にした長距離弾

道ミサイル発射実験等、数々の重大な事件が発生してまいりました。しかし、今年こそ、夢と希

望に満ちた穏やかで平和な一年となりますよう期待したいものです。 

例年、元旦の過ごし方としましては、午前中は家族みんなでおせち料理を食べ、午後からは、近

くの子の神社と中山法華経寺に参拝し、その足で、東京の神田明神に詣で、表参道入口左側の老

舗 

の天乃屋の明神甘酒を頂き、本殿にて、破魔矢とお札を購入して参詣するのが、いつもの 

元旦の過ごし方となっております。皆様も、これからが真冬の厳しい季節を迎えます 
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■暮らしのたより■    塗り替えのサインに気浮いて早めの対策を！ 

お住いの外壁に、塗装の剥がれやひび割れなどはありませんか？放っておくと大がかりな補修が必要に

なるケースもあります。日常の定期的なチェックとメンテナンスが大切です。 

住まいの外壁には、建物を風雨や紫外線から守る役目があります。傷んでいると見た目が悪いだけでな

く、建物の劣化にもつながります。 

これらの現象は、寒暖による膨張や収縮、地震の揺れなどが原因で発生します。小さなひび割れなら簡

単な補修ですむ場合もありますが、ひび割れの幅が大きくなると雨水や湿気が侵入し、建物の腐食につ

ながります。この様な場合、外壁の割れ目を埋めるコーキング材を使用して防水処理をします。 

また、紫外線による劣化で防水機能が低下してくると、チョーキングと呼ばれ、外壁に触れた際に、手

の平に白い粉がつく状態が生じます。これは、塗料の劣化が原因で防水性が低下し、雨水が浸み込みや

すくなっています。粉で手が真っ白になる場合は、劣化が相当進んでいるので、早目の塗り替えをお勧

めします。 

さらに、塗装の密着不良などが原因で、塗装の剥がれが起こります。下地材が露出して風雨にさらされ

るため、住まいの劣化を早めます。これらの現象は、時間とともに徐々に進行しますので、 

この様な気になる症状がみられたら、早めの塗り替えを検討されることをお勧め致 

します。 


